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◇表紙写真説明◇

DX により創る次世代建設生産システムとスマートな世界
写真提供：鹿島建設㈱

次世代建設生産システム「A4CSEL Ⓡ（クワッドアクセル）」により，現在施工中の成瀬ダム（国土交
通省東北地方整備局，秋田県雄勝郡東成瀬村）にて，自動化建機の組み合わせで堤体打設を行っている。
現場を一望できる管制室から IT パイロットが現場を管理する体制を取っており，管制室からの指示に
より，自動化建機が無人で自律・自動運転を行っている。最盛期には 5 機種 23 台の自動化建機が昼夜
を通じて最大連続 72 時間稼働で施工を行う計画である。

2021年（令和 3年）7月号 PR目次
【ア】
朝日音響㈱…………………… 後付 6

【カ】
コスモ石油ルブリカンツ㈱… 後付 5
コマツカスタマーサポート㈱

………………………………… 表紙 4
コベルコ建機㈱……………… 後付 1

【サ】
サイテックジャパン㈱……… 表紙 3
サンタナアートワークス…… 後付 2

【タ】
大和機工㈱……………………表紙２

【マ】
マルマテクニカ㈱…………… 後付 3
三笠産業㈱…………………… 後付 4

【ヤ】
吉永機械㈱……………………表紙２


